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【要旨】
本稿は、平成13年から栃木県が家庭や地域の教育力の活性化を目指し、様々な世

代がふれあい．交流しあう「ふれあい学習」を推進する中で取組んだ実践である。
かつて、地域の子どもたちの生活に根付き、社会教育の場として成立していた駄

菓子屋。この駄菓子屋のもつ教育力に着目し、大人の学習（ワークショップ）によ
る気づきを通して、集会所・公民館・コミュニティ・学校などで、駄菓子屋合校を
開設した。その結果、大人と子ども、子ども同士、大人同士がふれあい、交流しあ
う場となった。特に、大人が子どもたちに係わることの楽しさや自分の経験や智恵
を子どもたちに伝えることの意味を考える有効な機会となり、地域づくりやまちづ
くりの可能性が広がった。課題として、大人が日常的に子どもに係わるしくみづく
りや､子どもの地域文化への参加・参画にどうつなげていけるかなどが挙げられる。

１．研究のねらい
かつて、地域の子どもたちの生活に根付き、地域の社会教育の場として成立していた駄

菓子屋。その不思議な魅力と教育力に着目し、それらの調査分析を試みた。それらの分析
をもとに、駄菓子屋合校を開設し、地域・公民館・学校・団体などで以下のような実践を
試みた。ここではそれを受けた形で、地域の教育力の活性化に、現代の駄菓子屋合校がど
のような役割をはたしうるのか、その教育的意義を考察し、地域の教育力を活性化させ、
生涯学習の成果を生かした地域づくりやまちづくりの可能性を探ってみたい。

２．駄菓子屋の歴史とその地域教育力
（１）地域における駄菓子屋の変遷とその思い出
駄菓子屋は、「江戸時代の番太郎店」が原型。番太郎とは、町や村の防災・警察・治安
を管理した木戸番のこと。彼らの副業として、荒物屋を開き、一文菓子を並べたのが始ま
りとされる。(')ここでは、本稿の実践事例の地域である栃木市における駄菓子屋の変遷を
調べ、各世代からの聞き取り調査によって、駄菓子屋の思い出や魅力を探ってみた。
まず、栃木市（旧栃木町）は、江戸時代から、巴波川の舟運で栄えた商人の町であり、

現在も蔵づくりの街並みを保存し、街づくりに活かされている。(2)明治期の『栃木県営業
便覧」(3)よると、昔ながらの廻船問屋・卸問屋が軒を連ねる中で、「菓子小売」の小さな
店の記録が残されている。詳細を調べると、５２軒の菓子小売業のうち、１９軒は女性店
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（４）団体での実践
①青年会議所（平成１５年８月）

（５）駄菓子屋合校と人権学習
①子どもの人権を考える駄菓子屋ワークシヨツプ（平成１５年７月）

（６）駄菓子屋合校と街作り（駄菓子屋合校養成講座の実践）
①とちぎ自由大学とちぎ路地裏文化考(9)（平成１５年１１月～平成１６年４月）

’叩有か、目分０
の路地裏の文イ
生 み 〃 → １ き ユ 国

７】陰

-８６-

主体 栃木青年会議所 連携 栃木市民生委員協議会・りんごの会・信用金庫・家
庭教育オピニオン・宇都宮大学・市役所児童福祉課

内容 ①栃木青年会議所のメンバーによる駄菓子屋合校作り
②世代間交流ふれあい広場の開催（昔遊び・屋台・紙芝居）
③少子高齢化フォーラム。ふれあい祭りの開催

成果 ３０代の青年層が活躍し、青年会議所のベクトルが地域の子どもたちに向
けられた。
･少子高齢化への関心→少子化フォーラムの開催（１０月）
･街づくりへの関心→街づくりシンポ.ふれあい祭り参加（１１月）
･街づくりへの提案・コーディネートの役割を果たすきっかけに。

課題 ･継続性・計画性のある取り組み

主体 栃木県教育委員会
下都賀教育事務所

連携 下都賀地区内小中学校
国分寺町教育委員会

内容 ①ｱｲｽﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞ「いろいろジャンケン」「駄菓子屋の思い出バスケット」
②中心活動「忘れられないあのひと言・あの出来事」

｢プレイバックシアター」「信頼の木」
③振り返り「子どもの力を信じて」

成果 参加者が、自分の子ども時代の駄菓子屋の経験や思い出を振り返り、その
教育力に気づくことができた。
･子どもの人権を尊重するとは子どものよさや可能性に気づき、信頼するこ
とであることを共有することができた。
･教員・地域の指導者らが「子どもの力」を具体的にイメージできた。

課題 ワークショップでの気づきを日々の学校生活や地域での子どもの参加にど
う生かしていくか。（気づきから行動へ）

主体 とちぎ自由大学 連携 おもちゃ博物館小山市立博物館りんごの会
内容 ①路地裏文化考Ｉ『駄菓子屋の歴史とその魅力』一現代駄菓子屋事情一

②路地裏文化考Ⅱ『昭和の子どもと遊び』一ベーゴマ道場の挑戦一
③路地裏文化考Ⅲ『おもちゃ・おまけの文化』
④路地裏文化考Ⅳ『昭和の子どもと暮らし再考』-物売りの声が聴こえる-
⑤路地裏文化考Ｖ『紙芝居・大道芸の魅力』
⑥路地裏文化考Ⅵ『駄菓子屋合校を開きましょう』
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５．駄菓子屋合校の教育力とその可能性の考察
さまざまな駄菓子屋合校の実践から、駄菓子屋合校のもつ教育力を明らかにするととも

に、駄菓子屋合校の要素を分析し、今後の地域作り、街作りへの可能性を考察したい。
（１）駄菓子屋合校の試みは、大人も子どももワクワクどきどきする体験の場を提供し、
大人が子ども時代を懐かしみ、子どもたちに積極的に係わる触媒となるとともに、世
代間の交流の触媒として、高齢者の「安らぎ感」と子どもたちの「活動性・エネルギ
ー」がお互いを励まし合う効果が生まれる。

（２）保育園児から８０代の高齢者まで、「懐かしさ」と「目新しさ」が、世代を超えて
楽しむことができるとともに、大人と子ども・子ども同士・大人同士のコミュニケー
ション．つきあい方を学ぶことができる。また、子どもたちにとって、食べて遊ぶ．
当てて遊ぶ．作って遊ぶ．群れて遊ぶなど「～して遊ぶ」という経験の連続性が生ま
れる。

（３）自分の趣味に親しむ生涯学習の高齢者や仕事中心の父親たちが、かつての地域のよ
さを思い出し、自分たちが楽しみながら子どもに気楽に係わることができ、大人が子
どもに、地域の文化や遊びを伝えるきっかけになる。

（４）高齢者は、子どもたちに自分の経験を伝えることで、特別な経験や知識をもたない
人たちも、子どもに係わり、役立ち感を覚えることで自信を持ち、子どもへの働きか
けを強めたり、子どもと顔見知りになることで、日常的なつながりや次の係わりを持
とうとする。子どもたちも、高齢者に対して、好感をもって接するきっかけとなった。

（５）社会のルール・決まり・マナーを教え学びあう場を提供する。特に、金銭感覚、我
慢すること．分け合うこと．悪いことを叱る叱られる関係づくりが芽生える。子ども
にとって、小さな消費社会・善悪の免疫力・抵抗力の体験の場となる。

（６）「競争原理・評価するされる関係・生産性、効率性重視」の考え方から、「ともに過
ごす.過程を楽しむ.顔が見える人肌の関係・スローライフ」の価値観への見直しを
提案する。

（７）様々な世代が駄菓子屋合校を通じて、連携・協働しあい、駄菓子屋合校作りの過程
で、多くの協力者を得て、地域にねむっている人材を発掘するなど、地域の教育資源
を見直し、地域の教育力を活性化させることができる。

６．成果と今後の課題
駄菓子屋合校の実践からの地域教育力を活性化させるための方策とこれからの課題を明
らかにしたい。
（１）地域の教育力を、地域社会の連帯感の希薄さや社会規範の問題・地域の大人の参加
の在り方を問題からとらえるのではなく、駄菓子屋という日本の歴史的な子ども店の
遊びや文化を媒介に、子どもの係わる大人の参加と仲間作りと地域づくりの活動とし
てとらえたことで、多くの世代を巻き込み、地域の大人の自覚を促すことができた。

-８７-

課題 ･講座の回数を重ねながら、子どもたちに係わる地域の大人を増やし、子ど
もたちを巻き込んだ地域作りのコンセプトとアイデアをどう提案できるか。



その結果として、様々な子どもと係わる実践への動機付けやエネルギーへとつなげる
ことができた。

（２）地域の教育力は、子どもに係わる大人の文化的な参加（かつての地域の伝統や文化）
を媒介として行うことで、大人の自覚を促し、文化を伝え、共有し合う関係づくりが
生まれる。特に、懐かしさのもつ教育力とは、子ども時代の遊びのもつ楽しさ.おも
しろさ．いきいき．ワクワク．どきどき・ハラハラの体験（アニマシオン）を、どの
ように子どもとの交流活動に生かすかを考えることが重要である。その方策の一つと
して、駄菓子屋ワークショップなど、大人の学習による気づきとコンセプト作りは有
効な活動である。

（３）地域の教育力を地域づくり・街づくりに生かすためには、顔見知りの関係から日常
的な温かな関係づくりを目指すことが重要である。一部の大人だけが一時的に係わる
関係から、地域の普通の大人たちの子どもたちに対する何気ないひと言や、継続的係
わり、温かな眼差し・見守ることこそが地域教育力の原点である。地域の子どもの参
加．参画を、遊びや子ども文化の視点から街づくり・地域づくりの在り方を改めて見
直すことで、地域教育力の活性化につながる。

（４）子どもの人権・高齢者の人権を尊重することの意味は、その人の持つ自分らしさを
十分に発揮し、係わりあいの中で必要感・役立ち感を味わうことであることを確認で
きた。趣味やカルチャーなどの生涯学習を続ける高齢者の視線を、地域の子どもたち
の教育に向けさせる仕掛け・ツールが地域福祉・保育の関係からも、今後ますます必
要となる。その一つとしての駄菓子屋合校の挑戦は、子どもと高齢者の対等な関係を
引き出し、世代間交流を進めることができる場である。

（５）単に、駄菓子屋文化を消費するのではなく、大人と子どもがコミュニケーションし
あい、交流や摩擦によって、大人が子どもに文化を語り、子どもが大人にしみ込む文
化の意味を受け止めるところにこそ、地域教育力の意味が出てくる。その意味で、駄
菓子屋合校の挑戦は始まったばかりであり、今後は、地域の教育力を子どもたちによ
る地域文化への参加・参画につなげながら、実践・検証していくことが課題である。
注記・引用文献

（１）松田道雄『駄菓子屋楽校』新評論、2002、pp.40-43.
（２）栃木市は、栃木県の南部に位置し、幕末から明治年間には、日光例幣使街道の宿場

町として、巴波川の舟運により、商人町として栄え、見世蔵や土蔵が軒を連ねる。
（３）田口波三編『栃木県営業便覧』全国営業便覧発行所、明治４０、pp.1-61を参照し、

菓子小物業を確認した。
（４）調査は、平成１５年７月～９月、質問紙法を用い、本論拙者が直接聞き取りを交え

て、公民館・コミュニティ・学校等で実施。(109名から回答）
（５）菊池幸子編『地域教育力と生涯学習』多賀出版、1995、pp.15-17.
（６）経済同友会が提唱した「合校」の新しい学校のコンセプトを踏まえ、大人も子ども

互いに学び合い、様々な関係を築き合う場や地域や街づくりに広げる活動と捉えた。
（７）松田道雄『だがしや楽校のスルメ』創童舎、2003、pp.26-28.
（８）概要は、平成１４，７．８付「下野新聞」朝刊、同7.11付「下野新聞」朝刊に掲載。
（９）とちぎ自由大学は、まちづくりの市民団体「ネットワークとちぎ」が主催する民間

の生涯学習の場である。文部科学省『マナピー』ぎようせい、2004.2、p.44-45.
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